
Ⅶ．経営基盤の強化
会員企業の経営基盤の強化のため、以下の事業を実施する。

①業界内の交流・連携等の強化
−業種別部会等の開催−

業界内の交流・連携を強化するため、業種別部会を開催し、業界の活性化を図るとともに、部会相互
の連携を強化する。　　

−舶用次世代経営者等会議の開催−
次代を担う若手経営者等により会員相互の意見交換や異業種との交流などを行うことにより、業界の

活性化を図る。具体的には、国土交通省海事局との「海事行政研修会」や「外航大手船社との意見交換
会」の開催、国内外の海事分野の公的機関や企業の訪問、有職者による講演会実施などの活動を年間を
通して積極的に行う。

②ユーザー業界等との交流・連携の促進等
−海運業界−

外航船社、内航船社及び長距離フェリー会社と当工業会政策委員会との懇談会を開催し、業界を取り
巻く課題等について情報交換、意見交換を行い、海事クラスターの連携強化を図る。

−造船業界−
造船事業者・団体と当工業会政策委員会との懇談会を開催し、業界を取り巻く課題等について情報交

換、意見交換を行う。

−関係団体−
一般財団法人日本海事協会（ＮＫ）、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（ＪＲＴＴ）等との
懇談会を開催し、業界を取り巻く課題等について情報交換、意見交換を行う。

③融資の斡旋
日本財団が行う設備資金及び運転資金の融資に際し、申込企業等に対して日本財団への申請手続に
係る協力を行う。

④経営戦略セミナーの開催
企業の経営者等を対象に、企業経営等に資するセミナーを開催し、業界の活

性化を図る。

⑤会報、各種統計資料等の刊行
当工業会並びに当工業会会員の活動等を広報するとともに各種情報の提供

を行うための季刊誌「舶」及び各種統計資料等を刊行し、会員並びに関係業
界等に配布する。

Ⅷ．その他
①表彰に関する業務

叙勲、褒章、国土交通大臣表彰、ものづくり日本大賞等に係る推薦業務や日本舶用工業会会長表
彰を実施する。

②新年賀詞交換会、表彰祝賀会、秋の大会等の開催
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会報

事業の概要
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8，755億円8，755億円8，755億円

大型ディーゼル機関

中型ディーゼル機関

火花点火機関

舶用タービン

その他 小型ディーゼル機関

舶用ボイラ
係船・荷役機械

航海用機器

ぎ装品

部分品・付属品

軸系及びプロペラ

舶用補助機械

船外機

舶用機器関係統計

舶用機器の製品生産実績（令和 3 年）

舶用機器の生産と船舶建造竣工量・隻数

資料：国土交通省
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